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「工学部数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の令和 7年度開講状況について、以下評

価項目に沿って自己点検・評価を行い、同結果に基づく改善の方向性についてまとめた。 

 

 

点検項目 1 ．教育プログラムを構成する科目について、本学のガイドラインに基づきシラバスに

必要事項が記載されているか 

点検結果：本学では授業目標、授業計画、評価方法を明記することを求めた「シラバスの手引き」

を教員に配布してシラバスの記載について方針を示している。本プログラムを構成する授業科目

においても、この手引きに沿って記入することが求められている。教育プログラムを構成する令

和 7年度開講の「微分積分学 I」、「微分積分学 IIおよび演習」、「線形代数学 Iおよび演習」、「線

形代数学 II」、「数理・データサイエンス入門」、「数理・データサイエンス・ＡＩ基礎」、「工学基

礎実習」、「創造教育実習」のシラバスの点検を行い、ガイドラインで示されている各項目が記載

されていることの確認を行った。 

評価と改善計画：すべての科目において、ガイドラインで示されている各項目が記載されており

問題ないことを確認した。今後も徹底を図る。 

 

点検項目 2 ．教育プログラムを構成する科目について、単位修得状況、学生の履修状況 

点検結果：令和 7年度の学修状況について単位修得率のデータを用いて分析、点検を行った。「微

分積分学 I」、「微分積分学 II および演習」、「線形代数学 I および演習」、「線形代数学 II」、「数

理・データサイエンス入門」、「数理・データサイエンス・ＡＩ基礎」、「工学基礎実習」、「創造教育

実習」は全て必修科目であることから、教育プログラムの履修率は 98.5（％）である。科目ごと

の単位修得率を分析したところ、「微分積分学 I」は 98.5（％）、「微分積分学 II および演習」は

97.6（％）、「線形代数学 Iおよび演習」は 94.0（％）、「線形代数学 II」は 96.0（％）、「数理・デ

ータサイエンス入門」は 99.1（％）、「数理・データサイエンス・ＡＩ基礎」は 91.2（％）、「工学

基礎実習」は 99.1（％）、「創造教育実習」は 99.6（％）であった。1 年次で必要単位を全て修得

した学生は 551人中 461人であり、修了率は 83.7（％）であった。 

評価と改善計画：単位修得状況については、各科目とも高い修得率であり大きな問題はないと評

価できる。「数理・データサイエンス・ＡＩ基礎」についてはオンラインテストの方法について学

生の理解を促進するため複数の手段で案内するなどの改善をはかる 

 

点検項目 3 ．教育プログラムの内容・構成について、ステークホルダーの関係者らとの意見交換

等を行っているか 

点検結果：本プログラムでは、基本的なデータサイエンス、プログラミング、AIに関する学習を

行うが、産業界からは各学科専門科目と関連したスキルの修得が期待されている。 

評価と改善計画：本学部卒業生をこれまで多数受け入れている企業関係者との意見交換を行って

いる。2 年次以降に履修できる既往の科目の中から、数理、データサイエンス、AI と関連した講

義・実習科目について情報提供することで、学生の到達度に応じた学習サポートを行うことを検

討している。 



点検項目 4 ．学生の学修を支援する体制は整っているか 

点検結果：本学では全ての授業についてシラバス中に質問を受け付ける方法や時間帯などの記載

が義務付けられており、また本教育プログラム担当教員は全員がネットワークを介しての学生と

のコミュニケーションに精通しているため、電子メール、オンライン会議室、SNS などを通じて

学習指導を行うことができる。演習科目においては大学院生の TAが配置され学生のサポートを行

っている。 

評価と改善計画：全ての科目で質問窓口の設定と周知がなされており、さらに微分積分学 IIおよ

び演習ならびに線形代数学 IIにおいては習熟度別クラス編成、工学基礎実習ならびに創造教育実

習においてはティーチングアシスタントによる授業支援整備もなされており評価できる。 

 

点検項目 5 ．教育プログラムの成果について、学外に公開されているか 

点検結果：本教育プログラムの目標や授業内容については、学部 Webページにて公開している。 

評価と改善計画：本教育プログラムについては学内外に広く公開されていると評価できる。本教

育プログラムは令和 7年度開設であり、プログラムを修了した卒業生はいない。卒業生が出た後、

本プログラムの成果として修了者の進路等の公開を検討する 。 

 


